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新型コロナワクチンをめぐって

東洋英和女学院大学人間科学部 秋本倫子

e-mail:makimoto@toyoeiwa.ac.jp

2023年10月21日 第26回批判心理学セッション 本日の発表

•2020年以来のコロナ禍、パンデミック
において、何が起こってきたか、それ
に心理学がどのように関わり、今後関
わり得るかを新型コロナワクチンを中
心にして検討したい。

事前アンケート結果 演者の自己紹介と立場・状況

•都立病院心理職・研究所勤務を経て大学

教員。臨床心理士・公認心理師。専門は

臨床心理学・高齢者心理学など。傍ら、

箱庭療法に関する神経科学的基礎研究。

• 2021年夏まで高齢者施設に週1度勤務、臨

床に行っていたが、施設への出入りにワ

クチン2回接種が条件になり、ワクチン接

種をしたくなかったため、勤務を中断。

新型コロナワクチン 経緯
• アメリカでは2019年12月武漢での（原因不明の肺
炎）患者発生から1年足らずでファイザー＆ビオン
テックのワクチンが緊急承認、2020年12月14日から
接種開始

• 2021年2月17日、欧米より２カ月遅れて国内で接種
開始。医師ら４万人に先行接種。

• 2021年4月12日、高齢者等対象接種開始

• 2021年6月 18歳～64歳対象追加 続いて職域接種
開始

• 2021年8月５日時点で高齢者の８割が２回接種完了

国立感染症研究所HP

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/2484-idsc/10569-

covid19-53.html

日本国内の接種状況（2023.10.20）

https://www3.nhk.or.jp/n
ews/special/coronavirus/v
accine/progress/
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ノーベル賞選考委員会「mRNAが免疫システムにどう相
互に作用するかについて私たちの理解を根本から変えた
画期的な発見を通じて、2人は、現代における人類の健
康に対する最大の脅威の1つだったパンデミックで前例
のないスピードのワクチン開発に貢献した」

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20231002/k10014211101000.ht
ml

カタリン・カリコ氏

大学の研究職とあるが、
ペンシルベニア大学の
非常勤

ビオンテック社の上級
副社長

ノーベル賞選考委員会:
安全性について

「mRNAワクチンの接種は始まってまだ
まもないが、すでにのべ130億人が接種
を受けている。副反応も限定的で大き
な懸念とは考えていない。有害事象と
して特に若い男性で心筋炎が出ること
があるが、ほとんどの場合は軽度で、
特に長期的な影響なく解消するという
ことだ。コロナに感染する方が長期的
な健康への影響がある」

「このワクチンがどのように機能するのか、
引き続き仕組みを説明していく必要がある。
新型コロナの場合、mRNAワクチンの開発
が大きなニーズを受けて、加速したのは事
実だが、臨床試験が短い期間で行われたか
らといって安全性の確認が省略されたわけ
ではない。臨床試験がどのように行われた
のかや、数十年に及ぶ基礎研究が行われて
きたことについて伝えていくべきだと思う。
ノーベル賞の受賞によってこうした事実に
光が当たることを願う」

個人的経緯：
新型コロナワクチンに関して

• 海外でも接種が開始される以前より、このワクチ
ンについて、懸念材料があることを海外の友人よ
り知る⇒半信半疑

• 2021年春よりの国内での接種開始（→友人（医
師）より、「ワクチンの開発には通常5－10年か
かる。早すぎるので、様子を見ては」

• 新型コロナの予防・治療にイベルメクチンが有効
という情報あり、2021年秋、接種の予約が取り
づらい状況で焦り、いったん予約を入れたが、
キャンセル。「曲がり角を曲がった」心境。

情報の検閲・操作

• Facebookで、ワクチン接種に異議を唱えてい
る人や組織の記事を共有しようとすると
「ファクトチェッカー」「偽情報」の警告
が出る。削除される。アカウントがペナル
ティを受ける

• You tubeで「ワクチン」の話をすると、動画
を削除される

•ニコニコ動画やRumbleに、新型コロナワク
チンの毒性についての情報（ファイザー社
社員による告発など）

長尾和宏医師からの情報

•神戸市尼崎の開業医

• 24時間在宅医療。以前より、多剤処方の薬
漬け医療を批判

• Dr. 和の町医者日記（現・Dr. 和のフーテン
医者日記）http://blog.drnagao.com/

•コロナチャンネル→長尾チャンネル
https://ch.nicovideo.jp/drnagao

『ひとりも、死なせへん コロナ禍と闘う、
尼崎の町医者、551日の壮絶日記』2021年9
月 ブックマン社
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ドキュメンタリー映画
『ワクチン後遺症』2022年2月東京

•https://www.youtube.com/watch?v=t1c
Mp6cC4MM&ab_channel=moviecollectio
njp

（1分30秒）

Robert F. Kennedy Jr. (2021)

The Real Anthony Fauci: Bill Gates, Big Pharma, 
and the Global War on Democracy and Public 
Health (Children’s Health Defense) Sky Horse

https://www.amazon.com/Real-Anthony-Fauci-
Democracy-Childrens-ebook/dp/B08XQYGC68

検閲、書店からのボイコット、誹謗中傷に
も関わらず、100万部以上を売り上げ、
Amazon で現在24500以上の評価コメントが
ついている

内容

• アメリカの公衆衛生、医学会は、Anthony Fauci氏がNIAID（国立アレ
ルギー感染症研究所）とCDC（疾病対策予防センター）のトップに
なって1908年代から破壊、汚染され続けてきており、これら政府機
関、WHO、製薬会社、さらには主要な大学や学会の癒着関係によっ
て、彼や製薬企業が売りたい薬やワクチンが売れ、そうではない薬
は排除されるしくみが作られてきた。 FauciはBill Gatesと意気投合し、
パートナーとして、世界中の保健医療、公衆衛生に多大な影響を及
ぼしてきた。これまでのHIV・AIDSを含む感染症の流行でも、過度に
不安を煽り、ワクチンや効かない薬の処方が行われてきた。パンデ
ミックはその延長線上にあるという。発症初期に、イベルメクチン
やヒドロキシクロロキン等により、新型コロナは軽快するにも関わ
らず、米国では、敢えて、重症化するまで自宅待機、これらの薬の
使用を禁じ、高い薬のみの処方しか許可しなかった。結果として、
多くの命が失われた。しかも、ここで使用されたレムデシヴィルは、
むしろ有害事象を引き起こし、それによる死者が出るようなもの
だった。

国内の状況

•2022年2月、新型コロナワクチン接種の
対象が5歳～11歳の子どもたちへと拡大
されようとする中で、これに危機感を抱く
有志医師らが「全国有志医師の会」を結
成し、これに続いて、看護師、保育士・教
育者・薬剤師・議員、等、による有志団体
も作られ、こぞって、5歳以上の子どもへの
ワクチン接種に対する反対、慎重論を主
張

•  全国有志医師の会https://vmed.jp/zenkokuex/

2022年3月、呼びかけ

• 5～11歳へのワクチン接種導入がなされる
時期

・日本心理学会 gender tips メーリング
リストで問題提起

•コロナワクチンを考える会 発足

→Facebook 現在メンバー94名

メーリングリスト 登録者

Zoomミーティングによる情報交換

Facebook グループ

https://www.facebook.com/groups/381582196755956
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https://www.youtube.com/watch?v=t1cMp6cC4MM&ab_channel=moviecollectionjp
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その他

•マスク・ワクチン相談窓口の側面から
の支援

•有志看護師の会によるワクチン・ハラ
スメント反対活動への参加、コメント

•心理学関係者の参加はなかなか増えな
い！

日本心理学会

2022年9月 日本心理学会公募シンポジウム
心理学者はコロナとどう向き合うか（企画
者：青野篤子 福山大学名誉教授）

2023年9月 日本心理学会公募シンポジウム
心理学者はコロナとどう向き合うか Part 2
（企画者：田口久美子 和洋女子大学教授）

https://drive.google.com/file/d/1g6tqU97-
DmPs0aLvLtlYAD_8zgjAUBFe/view?usp=share_link

2023年9月 日本心理学会公募シンポジウム

ポスター発表

パンデミックにおける心理学者のスタ
ンス

•米国心理学会のコロナワクチン接種推進
キャンペーン

“How psychologists can help patients with 
injection fear Psychologists are sharing 
interventions and therapies to help patients 
whose fear of needles could stop them from 
getting a COVID-19 vaccine”

https://www.apa.org/monitor/2021/06/injecti
on-fear

• 3回目のワクチン接種が本格化する時期に、記
者によるインタビューに社会心理学者が応じた
新聞記事があったが、「情報公開が重要」ワク
チン接種に対する「ネガティブな情報を丁寧に
出すべき」としながらも、その意図は、敢えて反
論も出しておくことでワクチン接種の呼びかけを
「成功」させるためだと読み取れる内容

（交論）３回目接種うまくいく？ 新型コロナ 岩瀬均さん、
吉川肇子さん
朝日新聞 2022年1月25日 朝刊 13ページ

2022年7月出版

矢永由里子・向笠章子（編著）

『感染症と心理臨床 HIV/エイズと新
型コロナウイルス感染症を中心に』

HIV/エイズと新型コロナウイルス感
染症の心理臨床に関わっていた心理職
がその実際について書いた少ない著書

病院や学校での心理臨床的対応、差
別やスティグマの問題を扱っている

同書

「COVID-19では、ワクチンが非常に強い効
力を発揮している。ワクチンの開発・製造
と普及によって多くの人々の重症化を押さ
える（ママ）ことが可能になった。しかし
一方で、世界の不均衡さと不平等を白日の
下に曝け出している。ワクチンの接種率に
ついては、先進国と開発途上国の間に大き
なギャップが生まれ、先進国では3回目の
接種が進む中、途上国ではまだ1回も接種
できない人が世界で36％、アフリカでは
84%に上る」
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https://drive.google.com/file/d/1g6tqU97-DmPs0aLvLtlYAD_8zgjAUBFe/view?usp=share_link
https://drive.google.com/file/d/1g6tqU97-DmPs0aLvLtlYAD_8zgjAUBFe/view?usp=share_link
https://www.apa.org/monitor/2021/06/injection-fear
https://www.apa.org/monitor/2021/06/injection-fear
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2022年7月7日 世界のCOVID-19新規養
成者数

https://www.facebook.com/photo/?fbid=5123628217766338&set=gm.4540233161
78510&idorvanity=381582196755956

ワクチン忌避vaccine hesitancy

•WHO（2015）

ワクチン接種に対する躊躇や抵抗

公衆衛生上の大きな課題

• WHO（2015）Vaccine hesitancy: A growing challenge for immunization programmes.

•https://www.who.int/news/item/18-08-2015-vaccine-hesitancy-a-growing-challenge-
for-immunization-programmes (2023年9月8日）

2020年3月調査
調査会社のサンプルを利用し、713名参加者
33％ hesitant、
18.4% would reject

95% effective vaccineで10.2%が拒否
50％ effective  では 32.4%がwould reject

ジェンダー、人種/民族、家庭収入、政治的帰属が影響、
若年者層、低所得者層で抵抗が強い可能性

Shih, S. F., Wagner, A. L., Masters, N. B., Prosser, L. A., Lu, Y., & Zikmund-Fisher, 

B. J. (2021). Vaccine Hesitancy and Rejection of a Vaccine for the Novel 

Coronavirus in the United States. Frontiers in immunology, 12, 558270. 

https://doi.org/10.3389/fimmu.2021.558270

2020年12月から2021年2月にかけてSNSと大学HPでウェブ調
査。ワクチンの効果を90－95%と家庭した場合、マレーシ
ア、バングラデシュ、コンゴ、ベニン、ウガンダ、マラ
ウィ、マリはブラジルと比較してワクチンに対する受け入
れが悪かった。
acceptanceは、COVID-19に対する知識、恐怖、高収入、若
年、COVID-19の検査結果が陰性だったことと正の相関。慢
性疾患ありと女性では低くなった。低ー中収入国でび平等
にワクチン接種をカバーするためには、ワクチン忌避に対
する国別の理由を特定することが大事。

2020年末から2021年2月にかけて低－中所得国の人々を対
象に実施された国際ウェブ調査（Joshi et al., 2022）では，ワ
クチンに対する受容は，COVID-19に対する知識，恐怖，高収
入，若年，およびCOVID-19の検査結果が陰性だったことと
正の相関があり，慢性疾患がある人々と女性では低かった。

Bono, S. A., Faria de Moura Villela, E., Siau, C. S., Chen, W. S., Pengpid, S., 
Hasan, M. T., Sessou, P., Ditekemena, J. D., Amodan, B. O., Hosseinipour, M. 
C., Dolo, H., Siewe Fodjo, J. N., Low, W. Y., & Colebunders, R. (2021). Factors 
Affecting COVID-19 Vaccine Acceptance: An International Survey among 
Low- and Middle-Income Countries. Vaccines, 9(5), 515. 
https://doi.org/10.3390/vaccines9050515

筑波大学の研究者ら

2021年４月と９月の２回の調査時点で回答者の新型コロナワ
クチンに対する態度の変化を検討し，COVID-19への不安，一
般的不安，政府への信頼度が高い人がワクチン接種を受容し，
反科学的態度，ワクチンに関する誤情報を信じている人がワク
チン忌避をする傾向が見られることから，ワクチンの有効性や
副作用など，「新型コロナウイルス感染症とそのワクチンに関
する正確な情報」の提供が重要であるとし，「ワクチン接種の
躊躇との戦いにおいては，学際的な協力を促進し続けることが
不可欠」であると主張

Harada, T., & Watanabe, T. (2021). Changes in Vaccine Hesitancy in Japan 

across Five Months during the COVID-19 Pandemic and Its Related 

Factors. Vaccines, 10(1) 25 https://doi.org/10.3390/vaccines10010025
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https://www.who.int/news/item/18-08-2015-vaccine-hesitancy-a-growing-challenge-for-immunization-programmes
https://www.who.int/news/item/18-08-2015-vaccine-hesitancy-a-growing-challenge-for-immunization-programmes
https://doi.org/10.3389/fimmu.2021.558270
https://doi.org/10.3390/vaccines9050515
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2023日本心理学会ポスター発表 問題と目的

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，2019年の冬に発
生して世界中に拡がり人々に脅威を与えた。2021年よりワクチ
ン接種が開始され，日本では8割以上の人が2回以上接種し，
2023年5月現在，6回目の接種が行われようとしている（厚生労
働省HP）。

安全性と効果を十分に確認するのに必要な年数を経ずに特例
承認されたワクチンであり，接種するか否かには，各人が様々
な選択・決定の過程があったと考えられる。そこで我々は ，ワ
クチン接種の有無，その動機や感情，副反応や後遺症，ワクチ
ンの安全性・効果についての考え方，他者とのコミュニケー
ション，コロナ対策などについて，人々の率直な「思い」に耳
を傾けて把握する目的で，広い年代を対象に，Web調査と紙媒体
による質問紙調査の両方を使った意識調査を実施した。尚、本
調査は、東洋英和女学院大学利益相反・研究審査委員会の承認
を得て実施した。また、調査結果の報告書（日本語・英語）は
調査協力者および本問題に関心のある有志団体等には既に公開
している。

32

1．調査期間：2022年9月～12月（オミクロン株流行期）

2．調査対象者：「コロナワクチンを考える心理関係者の会」が呼び
かけを行った全国の10代～90代、4921名。

3．調査方法：Google Formをメール、メンバーが特定できる LINEで
配信した他，高齢者や希望者には紙に印刷した質問紙を配布し，回
収した。回答は匿名とした。

4．調査内容：COVID-19への感染の不安，新型コロナワクチンに関す
る主な情報源とその信頼度，新型コロナワクチンについてのコミュ
ニケーション，新型コロナワクチンの必要性・有効性・安全性の認
識，新型コロナワクチン接種の有無・回数，接種後の感想，副反応，
有効な感染予防に関する認識の他，自由記述項目を入れた。

5．分析方法：SPSS Statistics22を用いて，接種の有無と他の質問
とのクロス集計を中心に行い、自由記述の分析には一部，User 
Local社のAIテキストマイニング
（https://textmining.userlocal.jp/）を用いた。

方法

33

結果

1．回答者の内訳：性別：女性1312名，男性397名，その他4名，答
えない37名，年齢：5～93歳(M = 6.14，SD = 15.41） 職業：医
療・福祉関係436名，教育・保育関係279名，経営者・役員38名，民
間企業238名，官公庁30名，自営業162名，家族従業者55名，学が
207名，無職186名，その他108名で，これらの属性をカテゴリー別
に分けクロス集計を行った。

34

2．主な回答結果

（1）接種の有無・回数と年代別接種回数

性別：大差（－）。年齢別：15～30歳で3回↑，31
～60歳で0回↑↑，61歳以上では0回と4回以上に二
極化。職業別：医療福祉関係，教育保育関係・学
生で3回以上接種が約6割

35

（2）接種有無別 接種の前に参考にした情報
（複数回答）

未接種者：本やネットを参考にした人↑↑
接種者：家族や友人に相談した人↑。

図3 接種有無別 参考にした情報

36

31 32

33 34

35 36
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（3）接種に対する満足・後悔

図4 接種に対する満足度（%） 図5 同左 ワードクラウド

満足している人＞＞後悔している人
ワードクラウド（青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表す）によると、ワクチン
を接種したことで安心感を得た人もいれば，副反応
（副作用）を心配した人もいる。安心感が満足，副
反応が後悔に関係していると考えられる。

37

（4）接種した人における新型コロナワクチンの副
反応

年代・職業別では大きな違いはなし。

性別では 「とても強かった」が女性 32.6% で
男性 20.0%より多かった。

長期的な影響があったのは5.8％
38

（5）接種した・接種しない理由 （複数回答）

接種：全体では「うつしたくない」「感染した
くない」「重症化予防」↑↑職業別：医療福祉
関係において，重症化予防の他，「仕事上の必
要性」と「うつしたくない」が ＞70%
非接種：「安全性に不安」「後遺症や副反応が
心配」がどの年代、性別、職業でも↑↑

39

（6）接種しない理由（複数回答）ｃ

全体：「安全性に不安」「後遺症や副反応が心
配」がどの年代、性別、職業でも↑↑
職業別：学生では「わずらわしい」がやや↑。
接種しないことの不安：「まったく不安はな
い」81.7%

40

周囲からの圧力：非接種者の46％,接種者の29．1％
は周囲からの圧力を感じ，医療福祉関係者は仕事場
の圧力，教育保育関係者と学生は周囲からの同調圧
力↑
「自由や人権が侵害されていると感じた」： ＞5割，
感染対策に関し批判的な怒りをこめた自由記述↑↑

（6）圧力の理由（複数回答）・自由や人権の侵害

41

（7）接種についての考え（複数回答）

全体：「個人の意思」47.4%，「みんなNG」38.1%，
「基礎疾患がある人は接種した方がよい」22.4%，
「高齢者は接種」22.2%，「幼児（5歳未満）NG」
18.2%，「子ども（11歳未満）NG」18.0%，「できる
だけみんなが接種」12.1%，
接種有無別：非接種者は「みんなNG」↑↑ 接種者
は「個人の意思」「高齢者接種」「基礎疾患」↑42

37 38

39 40

41 42
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「医療従事者に頭が下がる思い」「早くコロナが終わってほしい」
「ワクチンの安全性と有効性を確立してほしい」
「早く治療薬の開発を」「良いワクチン開発をしてほしい」
「感染拡大の不安を煽る報道とワクチン接種推奨の報道に偏り事実に
基づく検証が不十分」
「これからもマスク等の感染対策を継続し、行動制限も必要」
「どう考えても感染予防にならないものを即刻廃止すべき。マスク、
ワクチン、消毒(常在菌を殺してしまう)、アクリル板(不潔)、レジの
人の意味のないゴム手袋(いろんなところ触って不潔)、人数制限な
ど」

43

（8）その他 感染対策やワクチンについて自由記述 考察
本調査の実施時期には，ワクチン接種が推奨さ

れる一方で、新型コロナワクチンの副反応，後遺
症，死亡事例の報告もネット等で広がり，国民の
間では新型コロナワクチンに対する慎重な態度が
形成されつつもあった。今回の結果では，半数近
くが非接種者で，接種者と非接種者とで意識には
かなり大きな違いが見られた。感染や感染させる
ことの不安，仕事上の必要性から接種した人がい
る一方で，接種に対する圧力や感染対策での行動
制限などに自由や人権の侵害を感じている人々も
いた。人々の声を真摯に聴き今後のワクチン政策
を検討すべき時期に来ているだろう。

44

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とワク
チンに対する人々の意識調査」報告書
（“Attitude toward COVID-19 infection and 
vaccines”survey report）

文献

45

5．接種理由 その他 自由記述

・（海外）旅行、留学に行くため
・家族のため・家族が療養中・家族に脅された
・実習・部活の大会参加に必要だったから
・職場でお願いされた・強く推奨された・
同調圧力が強く受けないと辞めさせられると思っ
た
・イベントや入店のため
・マスクをしなくて良くなるため

8．安全性への不安 自由記述

• 政府や医療機関、メディアなどの強い推奨に疑問を感じ
る（被害を隠している、メリットばかり報道、イン
フォームド・コンセントがしっかりなされていない）

• 製薬会社や医療関係者を信用できない（ワクチンを推進
している医師や教授たちのほとんどが製薬会社から金を
受け取っていることが明らかにされている）

• 世界の人口を減らすためにワクチンが使われているなど
の陰謀論がある

• ワクチンに関する情報（効果、安全性、成分）が不十分

• 自己免疫抑制、ADE（抗体依存性感染増強）が心配

• 長期的影響（免疫抑制、不妊になる、遺伝子が変更され
るなど）が心配

• 未接種者へのシェディングが心配

11．圧力を感じる理由 自由記述

• 優遇措置と不利益（ワクチンが旅行割引の条件、家族と面
会できない）

• 職種の特性（医療職・営業）

• 学校の特性（合宿や実習で必要、教師が接種を当然視）

• 人間関係の軋轢（ワクチンの危険性を人に話しにくい、接
種しないことで家族を困らせた）

• ハラスメント（上司や経営者から執拗に接種を勧められ、
打たないことを謝罪させられ、昼食は1人）

• 職場で接種希望のアンケート（接種しない理由を聞かれた、接種
しないと無知だと言われた）

• 情報統制（ワクチンを打たない方がよいという意見・推奨
する意見しか伝わってこない）

43 44

45 46

47 48
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12．自由や権利の侵害

• 移動や行動の制限（保育士なので休日も出かけられなかった、同居者の感染で出
勤できなかった、子どもの活動の制限）

• 不公平（接種の有無による旅行支援の不平等、マスク非着用でPTA会長になれな
かった）

• プライバシー侵害（入店時の顔認証、接種歴やプライベートでの移動について職
場で訊かれた

• 非難・中傷・差別（打たないことで人格否定された、マスクができないことで差
別的対応）

• 強制・圧力（ワクチン以外の感染対策を軽視、会議出席の条件に抗原検査、マス
クや手の消毒の強要）

• 表現・発言の自由の制限（SNSやyou tubeでの言論統制、ワクチンの話をしにくい
雰囲気）

• 学生の教育を受ける機会・学生生活の制限（部活や大学生ならはの活動ができな
い、オンライン授業になった、大学の施設を使えない）

21．その他 自由記述

図：ワードクラウド
出現頻度を単語の大きさで表わす。
青：名詞 赤：動詞 緑：形容詞
灰色：感動詞

表：名詞の出現頻度

21．その他 自由記述
ワクチンについて

• できればワクチンはしたほうがいいが、持病などの問題

もあり、各自の自由にまかせたほうがいい。

• 子どもの接種には不安

• 接種を即刻中止すべき。

• 1900人を超える死者が出ているのに、接種が中止になら

ないことに異常さを感じる。

• ワクチンで苦しんでいる方々の救済や、これからの危険

性を考えて接種の中止を願ってます。

• 治療薬の早期承認など、異常な政府の対応にとても不安

を感じます。ワクチンに付随する経済は、人命よりも優

先されているのではないか？とさえ感じてしまう。

21．その他 自由記述
情報について

• 国は安全性や効果についてもっと、情報を公開すべき

• 海外の対策や現在の状況 日本の現状をもっと詳しく報道
やテレビで教えてほしい

• ワクチンのメリット、デメリットを…きちんと検証して
提示してほしい。

• 国民も思考停止で奴隷の様。 YoutubeはすぐにBAN。 言
論の自由は消え去った。

• 報道が偏っていて、信じられない。政府も信じられな
い。これほど不信感を感じたのは初めてだ。

• ワクチンの副反応がひどい場合などが報道され、他のワ
クチン接種も敬遠する人が増えてしまわないか心配。

21．その他 自由記述
マスクについて

• これからもマスク等の感染対策を継続し、行動制限も必要。

• 中学高校では、部活、体育の際にマスクを外しているが、クラスターに
なってしまった。やはりマスクの効果があったと思えた。運動の際には、
口元だけマスクなどの対応でも良い。

• 大学に何度もマスクのお願いを止めるようお願いしているが無視されて
いる。大学が科学の先端であるはずが嘆かわしい。

• 子どもたちのために、早く、マスク社会から解放してほしい。 会社や企
業が、未だマスクをお願いするなんて、おかしい。

• オミクロン株になって弱毒化した、もう恐ることはない。マスクも不要。

21．その他 自由記述
感染対策一般について• 医療従事者に頭が下がる思い

• 後遺症で苦しんでいる方々がいるのでもっと安全なワクチンを開発して
ほしい。治療薬も早く開発してほしい。

• 感染症予防に対する政府の予算を増やし、もっと有効に対応できる体制
の強化を図ってほしい。

• マスク、消毒、ソーシャルディスタンス等、同じ対策を何年も続けてい
て、失ったものも多い。この対策が終わらない事で精神的に滅入る。

• どう考えても感染予防にならないものを即刻廃止すべき。マスク、ワク
チン、消毒(常在菌を殺してしまう)、アクリル板(不潔)、レジの人の意味
のないゴム手袋(いろんなところ触って不潔)、人数制限など。

• 全てが狂った思考の世の中。普通に戻ればコロナ感染症はなくなるはず。

• 国の感染対策というものが、あまりにも非科学的で呆れている。ワクチ
ンと呼ばれている物は所謂「ワクチン」ではない。

49 50

51 52

53 54
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21．その他 自由記述
日本の現状と日本人の生き方

• 歴史的大犯罪。多くの人の命と健康を奪い、人道に反することが起きている。

• この３年間を振り返って本当に悲しかったのは，学校や教育関係者がこの騒動に
加担したことだ。このことはしっかりと批判されるべきだと思う。

• 一旦社会の空気がある方向に染まり、動き出すと止められないことと集団催眠の
怖さが大変よく理解できた。

• 一人ひとりが主体性を持つことに意識的にならなければ安心安全が守られない社
会であると痛感した。

• 国任せ・人任せにせず、自分の命は自分で守る。そこに思い至れる人が増えるこ
とを願うばかりです。

• 故意に流されている間違った情報を多くの日本人が信じて間違った方向に進んで
いる。このままでは、国が滅びかねない。

• 日本人がここまで馬鹿になっていることが今回露呈したと思う。

• いまだにコロナが罹ってはいけない病気という認識や責任を誰かに押し付ける意
識を皆で変えていかなければ日本だけいつまで経ってもこの騒動から抜け出せな
い。

考察 本調査の強みと限界

強み

・Google formと紙媒体の質問紙を併用

→学生から高齢者までの幅広い年齢層の声を
拾い上げた

・回答者の未接種者率46．4%に見るように、ワク
チンや感染対策に疑問を持つ人々の生の声を多く
聴くことができた

限界

回答者の接種・未接種者、男女の比率に偏りがあ
る

「個人の意思にまかせるべき」47.4%

「できるだけみんな」 12.1%

「だれも接種しない方がよい」  38.1%

ワクチン接種の是非と回答者の情報源
主要メディア・公的機関広報・

主要学術雑誌

ＳＮＳ・インターネット・本

「高齢者」     22.2%

「子ども（11歳未満）はしない」18.0%

•9月から生後6ヶ月以上、全年齢対象に
オミクロン株（XBB.1.5株)ワクチン接
種が開始された

•マウス10匹の動物実験データしかない

被害者の団体

•NPO法人 駆け込み寺2020/繋ぐ会

鵜川和久理事長
https://567kyusai.com/

「新型コロナワクチン後遺症」患者の
会 全国患者の会
https://vaccinesosjapan.wixsite.com/websi
te/press-interview

一般社団法人ワクチン問題研究会

•2023年9月7日 設立記者会見

•代表理事 福島雅典京都大学名誉教授

https://jsvrc.jp/

4:39～19:49
https://www.nicovideo.jp/watch/sm42729888
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予防接種健康被害救済制度申請数と受理、認定数

作成は堀内有加里氏による
https://www.facebook.com/photo?fbid=6756730244416742&set=pcb.675
6797084410058

https://www.facebook.com/photo?fbid=6756730177750082&set=pcb.
6756797084410058

藤江 日本の人口増加を目指す男
https://www.nicovideo.jp/watch/sm42890933

コロナワクチン 副反応データベース
検索

• ファイザー副反応疑い報告（医療機関）

    28,887件（死亡 1212件）

モデルナ 副反応疑い報告（医療機関）

4,941件

更新日：2022年6月10
日

https://covid-vaccine.jp/

https://drive.
google
.com/drive/fol
ders/1-
5w7iMeiXHa9
wkZa096V2nG
4jjj2RYgx

患者の会 アンケート資料より

https://drive.goo
gle.com/drive/fol
ders/1-
5w7iMeiXHa9wk
Za096V2nG4jjj2R
Ygx
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https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
https://drive.google.com/drive/folders/1-5w7iMeiXHa9wkZa096V2nG4jjj2RYgx
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人権、日本の主権の喪失の危機

World Council for Health Japan https://wch-japan.org/
「人権と自由意志を守り、人々が自分の健康と幸福をコントロー
ルできるようにすることに取り組む」 （←→One Health）

本部はイギリス。Tess Lawrie博士が設立
日本支部長は 柳澤厚生医師

Andrew Hill が、イベルメクチンのレビュー験論文を、効果がないように書き換え
た。彼の大学はUnitaidから巨額の資金を直前に振り込まれていた。Bill ＆Merinda 
財団が、Unitaidに巨額の出資をしており、WHOにも資金提供している。

効果の確認された既存治療薬を闇に葬った黒幕は？－３
https://www.nicovideo.jp/watch/sm41833670

https://wch-japan.org/?p=1694

・WHOは民主的に選ばれた機関ではない、また、厳密には国連機関でも
ない – その予算の大半は民間からの献金（医療・製薬業界、民間の巨大
基金など） 

なぜ殆どの人が騙されたのか

•Grand Jury Day 7 Psychology and Propagada
ドイツ人弁護士Reiner Fuellmich博士他

https://odysee.com/@WrongthinkInc:e/Grand-Jury-Day-7rehosted:9

パンデミックとワクチン接種推進の要因

1．心理的操作 mass information

2.   マスメディアによる洗脳

67 68

69 70

71 72

https://wch-japan.org/
https://www.nicovideo.jp/watch/sm41833670
https://wch-japan.org/?p=1694
https://odysee.com/@WrongthinkInc:e/Grand-Jury-Day-7rehosted:9
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人々は、Le Bonが提唱したよう
な群衆心理、ハンナ・アーレン
トがナチス・ドイツ体制下の心
理状態としても指摘した「集団
形成mass formation」状態にあり、
催眠にかかったように、与えら
れたナラティブに盲目的に従い、
同様に従わない人たちを非難す
る状態に陥っている

Mattias Desmett(2022）
ベルギー、ゲント大学の心理学者、精神分析家

パンデミックの心理を説明する理論

Desmett, M. (2022) The Psychology of Totalitarianism. Chelsea Green 

Publishing.

・集団のために個人の利益を盲目的に
犠牲にする

・反体制的な声に対する不寛容

・政府が私生活の中心に介入すること
を許容

・知的な人でも、不条理でエセ科学的
な情報やプロパガンダを受け入れる

・あらゆる倫理的な境界を超越した狭
い論理に盲目的に追従

成立条件

•このmass formationが成立するには以
下の4つの前提条件が必要です。

•（1）社会的絆、人間的結びつきの欠
如

•（2）仕事や日常生活の意味の欠如

•（3）対象がはっきりしない浮遊性不
安floating anxietyの蔓延

•（4）浮遊性の攻撃性の蔓延

全体主義への道

•全体主義国家は、mass formationのプ
ロセスの上に成り立つ

•現代の全体主義体制では、独裁者の代
わりにテクノロジーが支配する

•科学の名のもとに、人々はプロパガン
ダを受け入れる。しかし、科学の統計
にはしばしば主観による操作が入り込
む

https://www.nejm.org/doi/full/10.1056/nejmoa
2034577

Pfizer  was  responsible  for  the  design  and  
conduct of the trial, data collection, data 
analysis, data  interpretation,  and  the  writing  
of  the  manuscript.  BioNTech  was  the  
sponsor  of  the  trial,  manufactured  the  
BNT162b2  clinical  trial  material,  and  
contributed  to  the  interpretation  of  the  
data  and  the  writing  of  the  manuscript.
ファイザーが治験のデザイン、データ収集、
分析、解釈、原稿の執筆
バイオンテックが、治験材料の制作、デー
タの解釈と論文の執筆を担当

研究の主体がBioNTech、Pfizerであるだけでなく、資金も出ている
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プラセボ群 1万8325人のうち、コロナを発症したのは162人

実薬群 1万8198人のうち、コロナを発症したのは 8人
→ 162人が8人になった減少率を「95％」としている
（相対リスク減少率）

しかし、絶対リスク減少率、を見ると
プラセボ群 162/18000=0.88%
実薬群 8/18000=0.04% で、0.88-0.04=0.84% しか差が

無く、裏を返せば99％以上の人は、ワクチンを打っても打たなくて
もコロナを発症しなかった（鳥集, 2021，岡田, 2021）

心理学とマインド・コントロール

•源泉１：催眠や暗示により無意識にア
プローチする

•源泉２：近代的マインド・コントロ―
ルは行動（主義）心理学

パブロフの研究は、旧ソビエトで
レーニンにより革命の達成に利用され
た

岡田尊司（2012）マインド・コントロール 文藝春秋

戦争と洗脳技術

•アメリカの精神科医ロバート・J・リ
フトン（1961）『思想改造と全体主義
の心理学』中国で捕まり、強制収容所
で思想改造を受けた欧米人・中国人を
面接調査→理念に完全に一致するよう
に生まれ変わらなければ生存を「免
除」される。

CIAの洗脳技術

•直接手掛けるか、外部の研究者に委託
（本人も自分が洗脳技術に使われる研究
をしていることを知らない場合もあっ
た）

•カナダのマッギル大学が拠点。CIAは、脳
の研究をしていた、ドナルド・O・ヘブ博
士に資金提供

→感覚遮断状態において与えられた刺激は、
通常の状態では想像できないほど強い影響
力を、人間の精神や脳に及ぼすことを明ら
かにした

Federal Research Division Library of Congress(1989）

Psychological Operations (PSYOP）

• 心理作戦（PSYOP）は政治的・軍事的活動の一形
態

• 現在の米国の平時のPSYOP政策の基礎となってい
る定義は、国防総省指令S-3321.1「平時および宣
戦布告に至らない偶発事態における軍部による明
白な心理作戦」（1984年）で確立された。その定
義によれば、心理作戦とは「米国の政治的・軍事
的目標の達成に有利な感情、態度、理解、信念、
行動を作り出すために、外国の国、組織、個人に
向けられる計画的な政治的、経済的、軍事的、イ
デオロギー的活動」 https://apps.dtic.mil/sti/pdfs/ADA302389.pdf

•戦争中に、ラウドスピーカー、チラシ、
ラジオ等で、プロパガンダを流した。

例として、狂信的な日本人兵士に投
降を呼びかけた。

平時のラジオ放送や文化的情報の拡
散などもPSYOPに含まれる。

1946年設立の中央情報局（CIA）は、
秘密裏のPSYOPや他国の監視
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Robert Malone(2023）パンデミックと
PSYOP

• Ｐｓｙｏｐ operationsの中核にあるのは、催眠、mass 
formation，検閲、security theater（証明できる根拠
のない、安心感や錯覚を与える方法）、恐怖心を煽る
こと、プロパガンダ

• ワクチン接種を進めるための説得法や“nudge”(そっ
と促す)などの心理的操作の大規模研究が，研究資
金源を秘匿して行われた。

Malone, R. W. (2023). Lies My Gov’t Told Me And the Better Future Coming. New York: 

Skyhorse Publishing

security theater  https://www.psychologytoday.com/us/blog/mapping-
humanity/202008/covid-19-and-security-theater

ヴェラ・シャラフ:「ニュルンベルク綱領は虐待的な実験に対する私たちの防
御です」•子供の健康防衛 (childrenshealthdefense.org)

Vera Sharav 
=
ナチス・ドイツによるユダヤ人迫害の生存者

(38) It's Eugenics - 75 Years-Nuremberg Code - Historical Speech: Vera Sharav –
YouTube

ナチス・ドイツ政権下において、ユダヤ人は人体実験の標的だった。

優生学は疑似科学のマントを纏っている。現在のCOVID-19の状況は、ナチス政
権下の状況に酷似している。

「第1に害を与えない」、社会的利益より個人の尊厳の優先、人体実験の禁止、
インフォームド・コンセントの必要性などの倫理的原則を定めたニュルンベル
ク綱領の重要性

COVIDの大流行は、ニュルンベルク綱領が定めた道徳的・法的パラメータを
覆す機会として利用されている。

Vera Sharavによる
世界経済フォーラム（ＷＥＦ）
Great Reset

• -民主主義と西洋文明を転覆させる。

• -世界の人口を減少させる。

• -国民国家をなくし、一つの世界政府を樹立する。

• -現金を排除し、一つのデジタル通貨を設立する。

• -デジタルIDと人工知能を全人類に注入する。こ
れらの目標が実現すれば、私たちは24時14 

• 間365日、デジタル監視されることになる。

Vera Sharav スピーチ締めくくりの言葉

「ダボス会議に集う世界最強の億万長者テクノクラートに
よって受け入れられているのです。ビッグ・テック、ビッ
グ・ファーマ、金融オリガルヒ、学者、政府指導者、軍産
複合体-これらの誇大妄想狂は、もう一つのホロコーストへ
の道を開いているのです。

今回は、ジェノサイドの脅威が世界的な規模になっていま
す。

今回はチクロンBガスの代わりに、ワクチンを装った遺伝
子操作による注射型生物兵器が大量破壊兵器なのです。

今回は、救助者もいません。

私たち全員が抵抗しない限り、もう二度とないのです」

心理学者・心理職は何をすべきか
・内省と自己批判の必要性

いかに感染対策を遵守させるかのための研究主
体でよいのか？

・心理学が何に加担しているか、知識を持ち、意識化
する

・少数派（被害者）も含めた人々の声、批判に真摯に
耳を傾けること

・既にマインド・コントロール・システムとなってい
る社会の中で何がどこまでできるか

85 86

87 88

89

https://www.psychologytoday.com/us/blog/mapping-humanity/202008/covid-19-and-security-theater
https://www.psychologytoday.com/us/blog/mapping-humanity/202008/covid-19-and-security-theater
https://childrenshealthdefense.org/defender/vera-sharav-nuremberg-code-speech-germany/
https://childrenshealthdefense.org/defender/vera-sharav-nuremberg-code-speech-germany/
https://www.youtube.com/watch?v=f1wgiJ6t6fE&ab_channel=Zeitzeugen
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